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町　　　税…個人住民税や軽自動車税で増額、固
定資産税においても若干の増額とな
りましたが、法人町民税及び町たば
こ税ともに大きな減額となり、町税
全体では前年度より820万6,000
円の減額となりました。

地方交付税…地方消費税交付金が増額となったこ
とにより3,572万4,000円減額と
なり、地方交付税の振替として発行
される臨時財政対策債も3,224万
7,000円の減額となりました。

歳 入

歳 出

平成 28 年度  一般会計決算平成 28 年度  一般会計決算

　平成29年第３回議会定例会が、９月５日から15日までの11日間の会期で開かれ、報告1件、
決算認定5件、議案5件、同意1件が上程され、慎重なる審議を行いました。また初日には
５名の議員が一般質問に立ち、町の考え方について質問しました。

▼9 　5 915

《本会議》

 5日 一般質問
 ６・15日 議案審議

《委員会》

 7日 総務文教
 8日 福祉産業
 11・12日　決算審査（特別委員会）

町に入ったお金 51億7,306万円

※万円未満四捨五入

町が使ったお金 49億5,525万円

安全安心の
　　確保対策

… 地域防災計画の改訂、空家など
の実態調査や主要通学路への防
犯カメラの設置を行いました。

都市基盤の整備 … 道路維持補修事業、橋梁長寿命
化修繕計画に基づく修繕工事、
都市計画道路整備事業を実施し
ました。

農業基盤の整備 … 小規模農村整備事業による農道
や水路の整備の実施、農作業の
効率化のための簡易圃場整備事
業も行いました。

子育て・
教育環境の充実

… 西保育園園舎増築工事、西小学
校校舎及び温水プール外壁改修
工事や町民体育館のアリーナ床
改修工事などを行いました。

町税
21億9,396万円
町税
21億9,396万円

地方交付税
5億9,872万円
地方交付税
5億9,872万円

町債
3億7,036万円
町債
3億7,036万円

繰入金
4億8,543万円
繰入金
4億8,543万円

繰越金2億7,918万円繰越金2億7,918万円

国庫支出金
3億9,166万円
国庫支出金
3億9,166万円

県支出金
2億6,427万円
県支出金
2億6,427万円

その他
5億8,948万円
その他
5億8,948万円 地方消費税交付金、諸収入、

使用料及び手数料、地方譲与
税、自動車取得税交付金、寄
附金 等

地方消費税交付金、諸収入、
使用料及び手数料、地方譲与
税、自動車取得税交付金、寄
附金 等

【その他内訳】【その他内訳】

民生費
14億6,547万円
民生費
14億6,547万円

総務費
10億3,505万円
総務費
10億3,505万円教育費

7億1,600万円
教育費
7億1,600万円

衛生費
4億1,745万円
衛生費
4億1,745万円

公債費
3億9,146万円
公債費
3億9,146万円

土木費
3億7,545万円
土木費
3億7,545万円

消防費
2億3,640万円
消防費
2億3,640万円

その他
3億1,797万円
その他
3億1,797万円 農林水産業費、商工費、

議会費、諸支出金、労働
諸費

農林水産業費、商工費、
議会費、諸支出金、労働
諸費

【その他内訳】【その他内訳】



特別会計・事業会計決算の概要
会　計 決算額 歳入歳出予算現額に対する 概　要

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳入 15億3,165万円 収 入 率 91.9% 特定健診未受診者への受診勧奨事業や
保健指導事業を充実させ、生活習慣病
の発症・重症化予防を強化しました。

歳出 15億2,168万円
執 行 率 97.7%差引 997万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

歳入 1億 705万円 収 入 率 99.7% 高齢者に安定した医療が守られるよう
関係機関と協力しながら医療費の適正
化や健康意識の高揚に努めました。

歳出 1億 425万円
執 行 率 97.4%差引 280万円

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入 ９億5,339万円 収 入 率 104.4% 介護給付適正化事業や介護予防事業な
どの取り組みにより、事業費を抑制し、
事業の健全運営に努めました。

歳出 ８億8,616万円
執 行 率 97.0%差引 6,723万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳入 ２億6,207万円 収 入 率 94.1%
下水道工事を開削工法（地盤を直接掘
削する）で743.4ｍ実施しました。歳出 ２億3,680万円

執 行 率 85.0%差引 2,527万円

監
査
報
告

監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
関

係
諸
帳
簿
、
証
書
類
は
整
備

さ
れ
て
お
り
、
計
数
的
に
も

正
確
で
あ
り
ま
し
た
。
基
金

運
用
も
含
め
総
体
的
に
、
ほ

ぼ
健
全
な
行
財
政
運
営
が
な

さ
れ
て
お
り
、
予
算
も
効
率

よ
く
執
行
さ
れ
、
行
政
目
的

が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
は
町
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
収
入
未
済
の
解
消

に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組

み
を
望
み
、
歳
出
は
依
然
と

し
て
不
要
額
が
多
く
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
予
算
請
求

時
に
的
確
な
見
積
も
り
を
行

う
と
と
も
に
、
補
正
予
算
で

不
用
額
の
減
額
を
す
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後

と
も
行
財
政
運
営
の
合
理
化
・

効
率
化
を
図
り
つ
つ
、
住
民

福
祉
の
増
進
と
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
審
査
意
見
と
し
ま
す
。

千
代
田
町
監
査
委
員

　

白
石 

正
躬

細
田 

芳
雄

民生費13万円

〈一般会計決算の主な内訳〉町民一人あたりこのように使われました（　）の数字は総額

44万円（平成29年３月末現在 人口１万1,257人）

（14億6,547万円）

総務費9万2,000円 教育費6万4,000円

（10億3,505万円） （7億1,600万円）

衛生費３万7,000円

（４億1,745万円）

公債費3万5,000円

（３億9,146万円）

土木費3万3,000円

（3億7,545万円） （3億1,797万円）

その他2万8,000円

（2億3,640万円）

消防費2万1,000円



決算審査決算審査特別委員会特別委員会

問
出
生
が
増
え
て
い
る
と

聞
く
が
、
ど
の
く
ら
い
か
。

答
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

妊
娠
届
出
数
を
把
握
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
よ
り
９

件
増
で
87
件
で
す
。

問
不
妊
治
療
助
成
金
が
10

万
円
か
ら
30
万
円
に
増
額
さ

れ
た
が
申
請
件
数
は
。

答
数
件
で
す
。
妊
娠
さ
れ

た
方
も
い
ま
す
。

問
定
住
移
住
促
進
事
業
で

住
宅
取
得
費
等
補
助
金
交
付

額
が
２
８
０
万
円
あ
る
が
申

請
件
数
は
何
件
か
。

答
６
世
帯
分
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
道
路
反
射
鏡
は
何
台
設

置
し
た
の
か
。
ま
た
今
後
の

予
定
は
。

答
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設

は
17
カ
所
、
補
修
が
10
カ
所

で
す
。
今
後
も
区
長
か
ら
の

要
望
等
に
対
し
て
順
次
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
空
き
家
の
調
査
業
務
に

お
い
て
、
空
き
家
の
件
数
と
、

今
後
の
活
用
は
。

答
空
き
家
で
あ
ろ
う
と
認

識
で
き
た
の
は
１
４
５
件
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
空
き
家
を

い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
調
査
し
、

活
用
で
き
る
家
な
ら
ば
利
活

用
も
含
め
て
移
住
定
住
の
促

進
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
広
域
路
線
バ
ス
の
経
費

が
昨
年
度
よ
り
３
０
０
万
円

増
え
て
い
る
が
。

答
運
転
手
の
労
働
時
間
の

改
善
を
図
っ

た
結
果
、
人

件
費
等
の
経

費
が
大
き
く

増
額
し
た
た

め
で
す
。

一
般
会
計
決
算

問
職
員
研
修
事
業
で
57
万

円
あ
る
が
、
ど
ん
な
研
修
か
。

答
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
差
別
解
消
法
や
法
制

執
務
な
ど
の
研
修
で
専
門
の

講
師
を
呼
び
全
職
員
を
対
象

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

問
保
育
園
の
広
域
入
所
児

童
保
育
実
施
事
業
で
、
約
１

６
０
０
万
円
の
歳
出
と
あ
る

が
何
名
分
か
。

答
町
外
の
保
育
園
へ
預
け

る
場
合
の
費
用
分
担
で
15
名

分
で
す
。（
国
・
県
か
ら
負

担
金
が
50
％
弱
あ
り
）
ま
た

町
外
か
ら
は
3
名
の
児
童
を

受
入
れ
て
、
約
１
２
０
万
円

の
歳
入
で
す
。

決算審査特別委員会にて、平成28年度の決算審査特別委員会にて、平成28年度の
一般会計及び特別会計決算を詳細に審議し一般会計及び特別会計決算を詳細に審議し
ました。ました。
その中で出された質疑の一部を紹介します。その中で出された質疑の一部を紹介します。

主
な
質
疑

今回で２回目！
おもてなしマラソン＠東部運動公園

問
福
祉
公
共
交
通
利
用
補

助
事
業
の
利
用
者
が
少
な
い

が
、
こ
の
事
業
の
対
象
者
の

人
数
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
申
請
を
い
た
だ
い
て
か

ら
対
象
と
な
る
か
の
調
査
を

し
ま
す
の
で
、
把
握
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

問
熱
中
症
計
貸
与
事
業
が

あ
る
の
に
、
熱
中
症
で
倒
れ

た
方
が
い
た
と
聞
く
が
、
ど

ん
な
案
内
を
し
て
い
る
の
か
。

答
広
報
等
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
り

暮
ら
し
調
査
等
で
民
生
委
員

に
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
積
極
的
に
周
知

し
て
い
き
ま
す
。



特
別
会
計
決
算

下
水
道
事
業

問

平
成
28
年
度
は
赤
岩

２
区
地
内
の
工
事
が
多
か
っ

た
が
、
あ
と
何
年
く
ら
い
か

か
る
の
か
。

答
赤
岩
東
の
信
号
か
ら
里

東
住
宅
へ
向
か
う
県
道
と
、

利
根
加
用
水
の
桜
並
木
の
道

路
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

県
道
に
つ
い
て
は
、
館
林
土

木
事
務
所
が
道
路
の
補
修
等

を
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
協
議
を
し
な
が
ら
工

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

４
年
後
の
着
手
に
な
る
予
定

で
す
。

問
昨
年
度
の
下
水
道
接
続

件
数
が
25
件
と
の
事
だ
が
接

続
率
は
。
ま
た
、
接
続
し
な

い
家
庭
の
理
由
は
。

答
接
続
率
は
55
・
23
％
で

す
。
接
続
し
な
い
理
由
の
１

つ
が
浄
化
槽
の
管
理
よ
り
下

水
道
使
用
料
が
高
い
と
い
う

イ
メ
―
ジ
を
持
た
れ
て
い
る

た
め
で
す
。
今
後
も
細
か
く

説
明
し
て
、
接
続
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

（※）経常収支比率とは…
地方公共団体の財政構造の弾力
性（柔軟性）を判断するための
指標で、この比率が低いほど、
自由に使えるお金が多く臨時の
財政需要に対して余裕があるこ
とになります。

国
民
健
康
保
険

問
特
定
保
健
指
導
が
25
名

と
多
く
な
っ
て
い
る
が
そ
の

要
因
は
。

答
対
象
者
に
、
数
値
が
ど

の
く
ら
い
平
均
値
か
ら
は
み

出
て
い
る
か
一
人
一
人
グ
ラ

フ
に
し
、
自
分
は
こ
こ
が
悪

い
ん
だ
と
一
目
で
わ
か
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
案
内
し
た

の
が
効
果
的
だ
っ
た
の
か
と

考
え
ま
す
。

食中毒は出さないぞ！

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助

成
金
に
つ
い
て
。

答
町
民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

床
改
修
工
事
等
に
活
用
致
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
1
月
21
日
に

行
わ
れ
る
第
2
回
お
も
て
な

し
マ
ラ
ソ
ン
に
も
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
助

成
金
を
活
用
し
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
必
要
に

応
じ
て
助
成
金
を
利
用
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
学
校
給
食
で
の
食
中
毒

対
策
に
つ
い
て
。

答
給
食
に
従
事
す
る
職
員

は
毎
日
、
嘔
吐
、
下
痢
、
発

熱
が
な
い
か
健
康
観
察
表
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
検

便
は
月
2
回
行
い
ま
す
。
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
全
員
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
は
栄
養
教
諭

の
保
健
指
導
、
時
に
は
衛
生

講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

問
経
常
収
支
比
率(

※)

を

下
げ
る
方
策
は
。

答
新
た
な
財
源
確
保
に
取

り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
市
町
村
課
に

依
頼
し
て
町
の
財
政
が
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
を

客
観
的
な
視
点
を
も
っ
て
判

断
を
し
て
い
た
だ
き
そ
の
結

果
を
も
と
に
改
善
し
な
が
ら

経
常
収
支
比
率
の
減
少
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問
都
市
計
画
道
路
の
進
捗

状
況
は
。

答
用
地
買
収
、
物
件
補
償

で
７
件
分
が
未
契
約
と
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
新
し
い
工
業
団
地
や

商
業
施
設
の
ア
ク
セ
ス
を
考

え
ま
す
と
、
平
成
30
年
度
ま

で
に
は
開
通
さ
せ
た
い
と
い

う
考
え
で
い
ま
す
。

問
西
小
北
側
の
フ
ジ
マ
ー

ト
跡
地
に
つ
い
て
。

答
今
年
度
中
に
売
買
契
約

を
す
る
状
況
で
す
。
そ
の
後

防
災
拠
点
と
し
て
利
用
す
る

予
定
で
す
。

　

更
に
は
、
小
学
校
の
臨
時

駐
車
場
等
で
利
用
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

問
舞
木
地
区
に
お
い
て
耕

作
放
棄
の
状
態
で
草
が
繁
茂

し
て
い
る
箇
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
が
対
策
は
。

答
実
際
１
３
０
区
画
に
及

ぶ
面
積
が
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
で
対
策
を

検
討
中
で
す
。
現
状
通
勤
通

学
に
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
農
地
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
精
査
し
千
代

田
町
全
体
で
荒
廃
農
地
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問
青
年
等
就
農
給
付
金
に

つ
い
て
。

答
新
規
就
農
者
が
対
象
で

す
。
千
代
田
町
で
1
名
い
ま

す
。
親
元
で
後
継
者
に
な
る

方
は
対
象
外
で
す
。
現
在
、

町
で
も
高
齢
化
が
進
み
離
農

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
新
規
就
農
希
望
者

を
募
る
べ
く
イ
ベ
ン
ト
や
研

修
会
を
お
こ
な
い
広
報
活
動

を
し
て
い
ま
す
。



※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

好評だった、川せがきの花火

項 　　　目 補 正 額 補正後予算額
一般会計（第２号） 1億6,187万円 47億8,024万円
国民健康保険特別会計（第１号） 164万円 15億6,027万円
介護保険特別会計（第１号） 7,051万円 9億9,564万円

平成29年度   一般会計・特別会計補正予算

審議議案と議員の賛否
議 案 番 号

議　員　名

議　案　名

大
澤 

成
樹

酒
巻 

広
明

橋
本 

和
之

大
谷 

純
一

森　

 

雅
哉

川
田 

延
明

髙
橋 

祐
二

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

細
田 

芳
雄

青
木 

國
生

襟
川 

仁
志

議決結果
（賛成:反対）

第３回定例会
議 案23号 千代田町義務教育施設改築基金条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案24号 千代田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案25号 平成29年度千代田町一般会計補正予算(第２号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案26号 平成29年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
議 案27号 平成29年度千代田町介護保険特別会計補正予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11:0）
同 意14号 千代田町公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同意（11:0）
認 定 １ 号 平成28年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11:0）
認 定 ２ 号 平成28年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11:0）
認 定 ３ 号 平成28年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11:0）
認 定 ４ 号 平成28年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11:0）
認 定 ５ 号 平成28年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11:0）

千
代
田
町
公
平
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
う
公
平
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意

を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

小
林
博
史
氏

（
再
任･

千
代
田
町
大
字
赤
岩
）

（※）プロポーザル方式とは…
業務の委託先や建築物の設計者を選定
する際に、複数の者に目的物に対する
企画を提案してもらい、優れた提案を
行った者を選定すること。

総
括
質
疑

橋
本
議
員

地
方
創
生
加

速
化
交
付
金
の
総
括
評
価
は
。

町
長

地
域
活
性
化
事
業

と
し
て
造
園
業
の
活
性
化
及

び
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
ア
ッ
プ

事
業
と
し
て
川
せ
が
き
、
ト

レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
な
ど
大
き

く
２
種
類
お
こ
な
い
ま
し
た
。

１
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
官
民
の

連
携
が
取
れ
た
こ
と
。
更
に

は
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
活
性

化
に
繋
が
っ
た
こ
と
で
す
。

橋
本
議
員

昨
年
の
交
付

金
が
今
年
の
事
業
に
活
か
さ

れ
た
点
は
。

町
長

お
も
て
な
し
マ
ラ

ソ
ン
は
寒
さ
対
策
と
休
憩
所

の
確
保
の
た
め
東
部
運
動
公

園
に
会
場
変
更
を
し
ま
し
た
。

　

川
せ
が
き
は
昨
年
か
ら
花

火
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式(
※)
に
変
更
し
、
今
年
の

花
火
は
大
変
好
評
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
定
住
移

住
で
す
か
ら
官
民
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
町
の
魅
力
発
信

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。



そこが聞きたいそこが聞きたい
５５議員が登壇議員が登壇

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般におけ
る事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、報告・説明
を求め、または疑問を問いただすことをいいます。

一 般 質 問

大谷　純一 議員

① 移転後の適応指導教室と現状について
② 教職員の勤務実態について

P.８ P.９森　雅哉 議員

① 窓口業務の利便性について

小林　正明 議員

① 小１プロブレムの現状と対策について
② 中１ギャップの現状と対策について
③ 小中学生へのスマートフォンなどの
　 安全利用の指導について

P.11酒巻　広明 議員

① 定住・移住促進について
② 町特産品の６次産業について

P.12柿沼　英己 議員

① 人口増政策について

P.10



つぶやき

学校の先生は多い人
で月平均70時間近
くも残業しているな
んて、多すぎるなぁ

適応指導教室のモデルプランは
できているのか

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

問　
適
応
指
導
教
室
へ
入

所
さ
せ
る
た
め
の
手
続
き
は
。

教
育
長　
本
来
は
書
類
で

教
育
長
に
申
し
込
み
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
決
ま

り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

適
応
指
導
教
室
が
中
学
校

内
に
あ
る
た
め
書
類
を
提

出
し
な
く
て
も
通
室
さ
せ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

問　
厳
格
な
運
用
は
で
き

な
い
の
か
。

教
育
長　
来
年
度
か
ら
学

校
外
に
な
る
の
で
、
入
室

退
室
の
手
続
き
は
要
綱
に

も
と
づ
い
て
お
こ
な
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

【 教育長 】作れる人を探したい

問　
児
童
生
徒
を
本
来
い

る
場
所
の
学
校
の
教
室
へ

戻
す
た
め
の
、
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

教
職
員
の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
の
対
応
は

【
教
育
長
】　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

勤
務
を
目
指
し
た
い

問　
小
中
学
校
教
諭
の
１

日
平
均
の
残
業
時
間
と
有

給
休
暇
の
年
間
平
均
取
得

日
数
は
。

教
育
長　
３
時
間
か
ら
３

時
間
半
で
す
。
ま
た
取
得

日
数
は
小
学
校
教
諭
が
14

日
程
度
、
中
学
校
教
諭
が

13
日
程
度
で
す
。

問　
町
職
員
の
平
均
残
業

時
間
は
。

総
務
課
長　
月
平
均
３
時

間
半
で
す
。

問　
中
学
校
の
校
長
会
及

び
中
体
連
の
申
し
合
わ
せ

事
項
に
、
部
活
動
は
休
日

に
練
習
を
お
こ
な
う
場
合

は
半
日
程
度
、
ま
た
週
１

日
は
休
養
日
を
設
け
る
と

あ
る
が
、
中
学
校
で
は
守

ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
申
し
合
わ
せ
に

反
す
る
よ
う
な
部
活
動
も

み
ら
れ
ま
す
。

問　
教
職
員
の
オ
ー
バ
ー

ワ
ー
ク
に
対
す
る
対
応
は
。

教
育
長　
今
後
、
県
や
国

の
方
向
を
見
定
め
な
が
ら

健
康
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
勤
務
に

な
る
よ
う
に
目
指
し
た
い
。

教
育
長　
教
室
へ
復
帰
さ

せ
る
た
め
に
本
人
・
担
任
・

保
護
者
の
三
者
が
一
致
し

た
方
向
で
指
導
に
当
た
れ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
で
き
る
職
員
を
探
し

た
い
。

来年度より移転となる町民プラザ内の教室
（予定場所）



延長窓口の利用状況は

森　 雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

【 町長 】１週あたり約45名の利用者がいます

コンビニ収納ができ
るようになると、ず
いぶん便利になりそ
うだなぁ

つぶやき

問　
延
長
窓
口
は
毎
週
水

曜
日
の
午
後
７
時
30
分
ま

で
で
、
近
隣
の
町
よ
り
遅

く
ま
で
窓
口
が
開
か
れ
て

い
る
が
、
そ
の
利
用
状
況

は
。

町
長　
延
長
窓
口
の
利
用

者
数
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
か
ら
８
月
23
日
ま
で

で
、
延
べ
９
１
２
名
で
す
。

１
週
あ
た
り
で
は
約
45
名

が
来
訪
し
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　
窓
口
の
時
間
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
午
後
７
時

30
分
ま
で
と
い
う
時
間
が

適
切
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

午
後
８
時
過
ぎ
ま
で
や
、

逆
に
減
ら
し
た
ほ
う
が
良

い
と
い
う
町
民
か
ら
の
声

は
あ
る
か
。

町
長　
当
初
は
午
後
７
時

15
分
ま
で
で
し
た
が
、
そ

の
後
に
午
後
７
時
30
分
ま

で
延
長
し
た
も
の
で
、
開

始
時
期
は
郡
内
で
も
早
い

ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
直

接
意
見
や
要
望
等
を
話
さ

れ
る
方
は
い
な
い
と
聞
き

ま
し
た
。

　

時
間
は
、
午
後
７
時
30

分
ま
で
が
一
番
効
率
的
な

運
営
時
間
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
は

最
大
の
サ
ー
ビ
ス
業
と
い

う
認
識
の
も
と
、
町
民
目

線
で
今
後
も
業
務
を
お
こ

な
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ

い
て
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
利

用
で
き
る
の
か
。

町
長　
現
在
、
税
業
務
の

電
算
処
理
を
お
こ
な
っ
て

い
る
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
郡
内
の
各
町
と

共
同
利
用
化
に
向
け
て
シ

ス
テ
ム
の
入
れ
か
え
を
９

月
中
に
お
こ
な
う
た
め
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い

て
は
、
こ
の
基
幹
系
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
事
務
処

理
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
収

納
の
導
入
時
期
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
町
税
の
賦
課

毎週水曜日は午後７時30分まで延長窓口が利用できます

が
行
わ
れ
る
平
成
30
年
４

月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

で
き
る
よ
う
現
在
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。



スマートフォンなどの使用目的
をしっかり判断、安全利用

つぶやき

子どもは社会の宝で
す。みんなで、しっ
かり支援、健全に成
長するように見守り
ましょう！

小1プロブレムの現状と児童数は

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

問　
小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
の

現
状
と
児
童
数
に
つ
い
て
。

教
育
長　
小
1
プ
ロ
ブ
レ

ム
は
、
入
学
児
童
が
授
業

中
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

集
団
行
動
が
と
れ
な
い
、

先
生
の
話
を
聞
か
な
い
と

い
っ
た
状
態
で
す
。
現
在
、

東
西
小
学
校
に
お
い
て
該

当
児
童
は
い
ま
せ
ん
。

問　
現
在
の
対
策
内
容
に

つ
い
て
。

教
育
長　
小
学
校
、幼
稚

園
、保
育
園
の
教
諭
や
保

育
士
が
連
携
し
て
情
報
交

換
す
る
会
議
を
年
5
回
ほ

ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
保

育
参
観
、授
業
参
観
を
通

し
て
指
導
の
様
子
を
見
学

し
、現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。

【 教育長 】東西小学校においては
　　　　　小1プロブレムの児童はいません

児
童
に
は
、
体
験
入
学
な

ど
学
校
や
先
生
に
慣
れ
て

も
ら
う
機
会
や
、
入
学
後

は
学
習
意
欲
が
続
く
よ
う

に
考
慮
し
、
学
習
内
容
や

時
間
対
応
を
臨
機
応
変
に

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
入

学
時
の
学
習
を
工
夫
し
た

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状
と
対
策
は

【
教
育
長
】　

現
在
、
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
生
徒
は

い
ま
せ
ん

小
中
学
生
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
安
全
利
用
の
指
導
は

【
教
育
長
】　
警
察
に
よ
る
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す

問　
中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
現

状
と
生
徒
数
に
つ
い
て
。

教
育
長　
入
学
後
、
学
習

内
容
が
大
幅
に
増
え
難
し

く
な
り
、
生
活
リ
ズ
ム
の

変
化
に
な
じ
め
ず
、
不
登

校
や
い
じ
め
等
が
増
加
す

る
現
象
で
す
。
対
応
策
と

し
て
小
学
校
高
学
年
で
は

教
科
担
任
制
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
後
は
生
徒

主
体
で
歓
迎
会
や
部
活
動

紹
介
を
お
こ
な
い
、
不
安

解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

中
学
1
年
生
で
は
不
登
校

傾
向
の
生
徒
は
い
ま
す
が
、

中
1
ギ
ャ
ッ
プ
の
生
徒
は

い
ま
せ
ん
。

問　
過
度
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
使
用
の
危
険
性
と
認
識

に
つ
い
て
。

教
育
長　
小
学
4
年
生
か

ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
児

童
生
徒
の
85
％
以
上
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
家
庭
や

外
出
先
で
使
用
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
、
毎
年

全
校
生
徒
対
象
に
警
察
の

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
に

よ
る
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
安
全
利
用

の
た
め
の
推
進

委
員
会
設
置
等

の
考
え
は
。

教
育
長　

今
後
、

検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。



地元生産者が
加工販売している商品

定住・移住促進の考えは

酒巻 広明議員
H I R O A K I S A K A M A K I

人にやさしい美しいまち
千代田町 これからも
ずっと住みたい・住み
続けたいまちへ

つぶやき

【 町長 】地域としての魅力アップを図り、
定住移住につなげていきたい

問　
町
内
在
住
の
方
が
町

外
に
定
住
移
住
し
な
い
対

策
と
し
て
、
町
外
か
ら
の

定
住
移
住
者
と
同
じ
よ
う

な
補
助
な
ど
の
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。

町
長　
新
た
な
財
源
負
担

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の

で
、
現
在
は
補
助
金
の
交

付
等
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
今
後
、
町
営
住
宅
の

開
発
等
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
老
朽
化
に
伴
う
建

替
え
等
に
つ
い
て
は
、
町

が
直
接
建
設
を
お
こ
な
う

の
で
は
な
く
、
公
民
連
携

に
よ
り
民
間
資
金
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
多
額
な

町
特
産
品
の
６
次
産
業
化
へ
の
考
え
は

【
町
長
】　

農
業
者
の
未
来
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
た
い

初
期
投
資
を
必
要
と
し
な

い
手
法
を
取
り
入
れ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
、
市
町
村
間
で
人
口
増

へ
の
競
争
が
激
化
し
て
い

る
と
思
う
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
市
町
村
間
で
人
口

の
と
り
合
い
を
す
る
の
で

は
な
く
、
近
隣
市
町
と
の

垣
根
を
低
く
し
て
、
都
市

圏
が
一
体
と
な
っ
た
連
携

強
化
や
機
能
分
担
を
お
こ

な
い
、
地
域
と
し
て
の
魅

力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
定
住

移
住
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　
６
次
産
業
化
を
考
え

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
補
助
等
が
受

け
ら
れ
る
の
か
。

町
長　
県
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
６
次
産
業
化

プ
ラ
ン
ナ
ー
を
各
事
業
所

に
派
遣
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
新
し
い
領
域
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
と
し
て
、

地
元
産
の
農
産

物
を
取
り
入
れ

た
新
商
品
の
開

発
費
用
に
要
し

た
経
費
の
２
分

の
１
の
補
助
金

を
交
付
し
て
い

ま
す
。
な
お
、

上
限
は
３
０
０

万
円
で
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
早
期
に

事
業
を
実
現
で
き
る
よ
う

コ
ン
ペ
方
式
で
選
考
し
た

最
優
秀
プ
ラ
ン
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問　
町
の
特
産
品
を
活
用

し
た
新
た
な
商
品
開
発
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長　
新
た
な
特
産
品
の

開
拓
や
生
産
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
な
商
品
開
発
を
各
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
農

業
者
の
未
来
づ
く
り
を
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。



つぶやき

子育てするなら
千代田町
活力ある　千代田町
すばらしい！

人口増加政策は

柿沼 英己議員
H I D E M I  K A K I N U M A

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
強

化
は
ど
の
よ
う
に
お
こ

な
っ
て
い
く
か
。
品
目
・

業
者
の
検
討
な
ど
増
加
策

は
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
12
月
か
ら
２
つ
の

専
用
サ
イ
ト
を
同
時
に
運

用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

対
応
を
強
化
す
る
予
定
で

す
。
商
工
会
や
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
新

た
な
返
礼
品
の
掘
り
起
こ

し
や
、
町
内
の
業
者
に
商

品
提
供
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

【 町長 】子育て支援や定住支援に
重点投資します

情報発信パンフレットの一例

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
は
あ
る

か
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
収

入
増
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
の
考
え
は
。

町
長　
平
成
29
年
度
版
の

発
行
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
お
り
、
９
月
中
に
は

１
０
０
０
部
ほ
ど
の
納
品

予
定
で
す
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
金
を
最
大
限
に

活
用
し
、
子
育
て
支
援
や

雇
用
促
進
、
定
住
支
援
な

ど
の
分
野
へ
重
点
投
資
を

お
こ
な
い
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
の
強
化

と
し
て
保
育
園
や
学
童
保

育
所
で
今
後
も
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
目
指
せ
る
か
。

　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
育
児

用
品
ク
ー
ポ
ン
等
の
発
行

は
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　
保
育
園
で
は
現
在
、

待
機
児
童
は
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
待
機
児
童
を
出
さ

な
い
よ
う
努
力
し
た
い
。

学
童
保
育
所
は
、
西
小
学

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
が
終
わ

り
、
本
年
度
は
東
小
学
童

ク
ラ
ブ
の
整
備
も
進
め
て

い
ま
す
。
学
童
支
援
員
の

確
保
も
含
め
て
、
待
機
児

童
を
出
さ
な
い
よ
う
努
力

を
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後

に
お
い
て
効
果
の
あ
る
ソ

フ
ト
事
業
を
研
究
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
移
住
定
住
を
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

町
長　
特
に
若
い
世
代
へ

の
情
報
発
信
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
町
に
住

ん
で
み
た
い
、
あ
る
い
は

住
み
続
け
た
い
と
よ
り
多

く
の
方
が
抱
い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
町
内
に
移
住
し

て
い
る
方
は
引
き
続
き
住

ん
で
も
ら
う
、
ま
た
町
外

の
方
に
は
本
町
に
転
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
情
報

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



第５回

平成29年11月18日(土)
18:30～19:45
千代田町民プラザ  1階 講義室

（※）緊急質問とは…
質問が緊急を要するとき、その他、やむを得ないと認められ、
議会が同意したときに限られます。“緊急を要するとき”とは、
たとえば天変地異やその他の大事故等に関するものなどが挙げ
られます。

全国瞬時警報システムの
対応について

細田 芳雄議員
Y O S H I O  H O S O D A

【 町長 】近隣の市町とも相談し
　　　　国や県に対策を求めていく

問　
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
の
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）放
送
が
あ
り
、

こ
れ
は
該
当
地
域
に
放
送
さ
れ
直

ち
に
頑
丈
な
建
物
も
し
く
は
地
下

等
に
避
難
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
放
送

さ
れ
た
場
合
に
、
職
員
ま
た
は
町

民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
か
を
問
う
。

町
長　
「
で
き
る
限
り
し
っ
か
り
し

た
建
物
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

第１部　議会報告
　・平成28年度決算報告
　・各常任委員会及び特別委員会活動報告
　・質疑応答

第２部　意見交換

議員一同ご来場をお待ちしております。

緊
急
質
問

主な内容主な内容

で
き
る
だ
け
窓
か
ら
離
れ
て
、
で

き
れ
ば
窓
の
な
い
部
屋
へ
移
動
し

て
く
だ
さ
い
。
屋
外
に
い
る
方
は

建
物
の
中
、
ま
た
は
地
下
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
国
の
方
針
が

あ
り
、
そ
の
よ
う
に
今
は
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
も
町
村
会
を
通
じ

て
近
隣
の
市
町
と
も
相
談
し
、
国

や
県
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

れ
ば
良
い
か
、
具
体
的
な
こ
と
も

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
防
災
だ
け
で
は
な
く
、

防
衛
も
念
頭
に
置
く
事
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
千
代
田
町
自
主
防
災
組

織
が
ま
だ
全
域
に
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
議
員
も
相
談
に
乗
り
な
が
ら

自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
で
も
防
災
・
防
衛
に
関
し
て
、

年
内
ぐ
ら
い
に
議
論
を
深
め
て

我
々
に
提
案
を
し
て
も
ら
え
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。



日時：平成29年７月24日～25日
場所：千葉県大

おおあみしらさと

網白里市
し

・茨城県境
さかい

町
まち

参加者 :川田 延明　酒巻 広明　柿沼 英己　小林 正明　大澤 成樹　襟川 仁志

放課後子ども教室と地方創生について学ぶ

　大網白里市は千葉県の東側、九十九里平野のほぼ
中央に位置しています。古い歴史と豊かな自然に育ま
れた田園文化都市です。人口は約５万人で東京都心か
ら約60km圏内にあり、東京駅まで特急電車で約40
分、快速電車で約70分と、とても通勤・通学しやす
い場所で、雄大な九十九里浜に面しています。
　市内７小学校すべてで開室している放課後子ども教
室が『平成28年度「地域学校協働活動」推進に係る
文部科学大臣賞』を受賞しました。放課後の安心・安
全な居場所をつくる事業として、各教室とも週２回、
授業終了後から午後５時まで、「学習活動」や「文化・
交流活動」を行っています。学習活動では計算ドリル
や漢字練習など各自の学習を行い、文化・交流活動で

は昔遊びや工作、外遊びなどをしています。また、地
域ボランティアの協力で読み聞かせや郷土芸能体験、
室内楽アンサンブルや合唱コンサートの鑑賞などを実
施しています。
　千代田町においても、小学校の余裕教室等を活用
して、本町に合ったかたちで地域の多様な方々の参画
を得て、子どもたちが行う「学習」「スポーツ」「文化活動」
など、放課後の子どもたちの安心・安全な居場所を設
けることが必要と考えます。　　　　酒巻　広明　記

　境町は平成27年圏央道 ｢境古河IC｣ 開通により都
心へのアクセスが容易になり、さらに平成29年には
筑波方面への延伸により成田方面へも接続され、ます
ます便利に快適に発展を続けています。研修では平成
26年3月に就任された町長始め皆さんに歓迎をしてい
ただき、おもてなしの心を含め職員が町の発展を思う
気持ちや努力が伝わってきました。町長が自らマイクを
持ち、町づくり総合戦略について丁寧な説明をしてい
ただきました。人口減少問題に対応し地方再生を成し
遂げていく為に掲げられた、町の創生、人の創生、仕
事の創生、3つの創生の基本方針に基づきしっかりし
た対応策を総合戦略に盛り込み、実行していくこと等
の施策について学びました。

　また、移住・定住関連については、ふるさと納税制
度を地域活性化のツールととらえ寄附金を活用し給
食費の半額補助やにこにこ赤ちゃんクーポン券事業、
20歳までの医療費助成(学生に限る)などの新たな支
援策を実施し、毎年減少していた人口が昨年は74名
増加になりました。圏央道の開通効果という利点はあ
りますが様々な政策を打ち出しスピード感を持って町
の発展に取り組んでいるようです。
　今後、千代田町としても意見交換等で協議しながら、
よりよい町づくりができればと思います。
                                                    川田　延明　記

大網白里市

境　　　町



日時：平成29年８月３日～４日
場所：長野県松

まつもと

本市
し

・佐
さ く し

久市

参加者：髙橋 祐二　大谷 純一　青木 國生　細田 芳雄　森　 雅哉　橋本 和之　襟川 仁志

ごみ減量化とあんしん福祉をめざして

　松本市は長野県の中部から西方にかけて、人口約
24万人、世帯数約10万世帯で面積は本町の45倍の
約980k㎡もある広大な市です。三ガク都『岳都』『楽
都』『学都』を掲げている教養豊かな街です。
　国宝松本城や有数の温泉地を抱えるがゆえの悩みと
して、観光客が持ち込むごみや飲食店から排出される
可燃ごみである残飯が多いとのことでした。そこで食
品ロスを減らす取組みとして、平成23年5月より30・
10運動というものを始めました。これは宴会の最初
の30分は席を立たずに食事をし、最後の10分も席に
もどり残さず食べるという運動です。栄養不足の子ど
もが世界で9人に1人いるということ、栄養不良により
5才になる前に亡くなる子どもが全世界で年間310万

人もいること、だから食べ物は大切で残さず食べよう
と公立の保育園・幼稚園などでは教育しているそうで
す。是非、本町でもこの30・10運動は広めていきた
いと考えています。
　一人一人の意識改革で徹底したリサイクル(特に紙ご
み・剪定枝)をし、生ごみの水切り、野菜くずや草の乾
燥化をしていただき、千代田町の県内ワースト1位汚
名返上のために、ご協力いただければと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　大谷　純一　記

　佐久市の人口は約10万人で千代田町の約９倍、面
積は20倍の規模です。高速自動車道路が整備され新
幹線の駅がある交通の利便性が良い地域です。
　「ぴんころの里」という「ピンピンと長生きしてコロ
リと楽に大往生する」という健康で長寿の里としても
知られており、寝たきり等で介護を必要とするお年寄
りが少ないという特色もあります。
　高齢者の支援については、人口に対する割合が年々
増加していることもあり、色々な事業が行われていま
す。例えば「ぴんころ料理」や「ぴんころ長寿いろはカ
ルタ」など介護予防や日常生活支援などに関する79
種類の支援事業があります。
　その中で、通院等の支援サービスや家庭ごみの収集

支援など千代田町でも参考になるものが多く、それら
についての説明を受けました。
　また、市内の医療機関は病院７か所、一般診療所
78か所、歯科診療所54か所あり、それぞれの病院
の中で完結していた診療を、地域完結型として連携し
あう医療体制へと再編する取り組みを行っているとの
ことで、その必要性や体制づくりについての勉強もさ
せてもらいました。
　高齢者福祉について千代田町での取り組みへ参考
になることが多くあり、有意義な研修でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　森　雅哉　記

松　本　市

佐　久　市



川田 延明（委員長）
酒巻 広明（副委員長）
柿沼 英己
小林 正明
大澤 成樹

主
な
質
疑

問
平
成
29
年
７
月
に
国

交
省
か
ら
千
年
に
一
度
の

豪
雨
に
対
し
て
、
浸
水
想

定
区
域
図
が
公
表
さ
れ
た

が
町
の
対
応
は
。

答
昨
年
度
、
地
域
防
災

計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
水
害
対
策
と
し

て
、
国
交
省
か
ら
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
図
を
も
と

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

避
難
場
所
等
に
つ
い
て
も

見
直
し
検
討
し
ま
す
。

　

排
水
ポ
ン
プ
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
単
独
で
は
難

し
い
の
で
国
・
県
と
連
携

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問
交
通
安
全
へ
の
環
境

づ
く
り
は
。

答
千
代
田
町
で
は
、
交

通
事
故
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
道
路
標
識
等
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
年
次

計
画
を
立
て
、
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
防

犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、

中
島
・
上
五
箇
通
学
路
に

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
に
は
み
出

し
て
い
る
不
耕
作
地
の
雑

草
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

後
、
除
草
を
促
し
て
い
き

ま
す
。

問
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
に
つ
い
て
は
。

答
小
学
校
で
は
算
数
Ａ

（
基
礎
）、
中
学
校
で
は
国

語
が
全
国
平
均
を
や
や
上

回
っ
て
い
ま
す
。

 

意
見
交
換

 

【
地
方
創
生
に
つ
い
て
】

議
員

千
代
田
町
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼

品
で
換
金
性
の
高
い
商
品

は
な
い
か
。

執
行
部

高
額
で
換
金

性
の
高
い
商
品
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員

今
後
、
収
益
性

の
高
い
返
礼
品
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

執
行
部

町
の
特
色
を

活
か
し
た
返
礼
品
の
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
放
課
後
子
ど
も

教
室
に
つ
い
て
】

議
員

申
込
み
参
加
者

が
多
い
場
合
の
対
応
は
。

執
行
部
当
初
は
週
一
日

(

予
定)

の
た
め
学
年
別
に

曜
日
を
変
え
る
な
ど
対
応

を
検
討
し
、
よ
り
多
く
の

希
望
者
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

未
来
塾
は
い
つ

頃
か
ら
始
め
る
の
か
。

執
行
部

子
ど
も
た
ち

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

よ
り
参
加
し
や
す
い
様
に
、

平
成
30
年
４
月
よ
り
始
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

≫地方創生・放課後子ども教室についての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

財　務　課……平成 29年度普通交付税の交付
　　　　　　　状況について
教育委員会……スポーツ選手等の活躍について
　　　　　　　イベントについて
　　　　　　　小・中学生のスマートフォン、
　　　　　　　携帯電話所持率について

≫主な所管事務について
総　務　課……秋の全国交通安全運動について
　　　　　　　行政地区懇談会について
　　　　　　　第２回ちよだ利根川おもてなし
　　　　　　　マラソンについて

ふるさと応援寄附金ふるさと応援寄附金
平成29年度版特典カタログ平成29年度版特典カタログ



髙橋 祐二（委員長）
大谷 純一（副委員長）
青木 國生
細田 芳雄
森　 雅哉
橋本 和之

主
な
質
疑

問
川
せ
が
き
の
来
場
客

数
は
。

答
昨
年
よ
り
5
千
人
増

え
4
万
5
千
人
で
す
。

問
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
の
防
除
は
シ
ル
バ
ー
と

役
場
職
員
が
無
料
で
行
っ

て
い
る
が
。

答
薬
剤
費
等
の
問
題
も

あ
り
、
今
後
は
他
町
の
状

況
を
踏
ま
え
有
料
化
等
を

検
討
し
た
い
。

 

意
見
交
換

 
【
高
齢
者
福
祉
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
】

議
員

高
齢
者
の
交
通

弱
者
対
策
は
。

執
行
部

町
外
に
行
く

場
合
は
公
共
バ
ス
、
買
い

物
代
行
は
あ
ん
し
ん
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
病
院
に
行
く

場
合
は
交
通
利
用
料
補
助
、

車
い
す
の
方
の
移
動
は
あ

い
あ
い
号
（
リ
フ
ト
付
き

介
護
福
祉
車
両
）、
近
所

へ
行
く
場
合
は
電
動
三
輪

車
な
ど
の
購
入
費
補
助
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

議
員
館
林
厚
生
病
院
は

医
師
不
足
で
は
な
い
の
か
。

執
行
部

医
師
不
足
は

否
め
ま
せ
ん
が
44
名
の
医

師(

う
ち
6
名
は
研
修
医)

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

【
ご
み
の
減
量
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
】

執
行
部

視
察
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
松
本
市
で
は
、

30
・
10
運
動
を
お
こ
な
っ

て
い
た
。

　

本
町
の
場
合
は
宴
席
で

の
30
・
10
運
動
で
は
な
く
、

家
庭
用
の
30・10
運
動（
※
）

の
方
が
実
状
に
合
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

議
員

ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
。

執
行
部

本
町
は
1
人

1
日
あ
た
り
の
収
集
の
可

燃
ご
み
（
燃
え
る
ご
み
）

が
県
内
で
１
番
多
い
の
で
、

保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
の

幼
児
教
育
を
は
じ
め
、
高

齢
者
に
至
る
ま
で
ご
み
の

減
量
化
を
図
る
た
め
の
周

知
を
し
た
い
。

議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
は
地
区
回
収
に
な

ら
な
い
の
か
。

執
行
部

現
状
は
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
拠
点
回

収
の
み
で
す
が
、
い
い
方

法
を
考
え
た
い
。
ま
た
、

新
聞
紙
・
雑
誌
以
外
の
雑

紙
類
も
資
源
物
な
の
で
町

民
に
更
に
周
知
を
図
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
を
図

り
た
い
。

環境保健課……保健センターまつりについて
経　済　課……川せがきの結果報告について
　　　　　　　アメリカシロヒトリの防除状況
　　　　　　　について
　　　　　　　産業祭について

≫高齢者福祉・ごみ減量化の取り組みについての意見交換
≫閉会中の継続調査について

町からの報告事項

主な協議事項

都市整備課……ふれあいタウン・舞木土地区画
　　　　　　　整理組合の分譲状況について
　　　　　　　新規工業団地の今後の手続きに
　　　　　　　ついて

≫主な所管事務について

松本市で使われているコースターとポケットティッシュ松本市で使われているコースターとポケットティッシュ

（※）家庭用の30･10運動とは…
毎月30日は冷蔵庫の中身をチェックして食材を無駄にしな
い。毎月10日は今まで捨てていた野菜の茎や皮などを使い
料理しましょうという運動。
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　「歌声広場」は平成27年 6月に
結成し、町内に住む60代の女性
を中心に会員数は38人です。練
習場所は町民プラザで、第1・第
3火曜日の13時 30分から15時
です。
　邑楽町の栗原茂さんをアコ―
ディオン奏者に招き、町のさくら
まつりや文化祭・オータムコンサー
トなどで成果を披露しています。

また、老人ホームなどへも慰問に伺ったりしていま
す。練習曲は会員のリクエスト制で若い頃に口ずさ
んだ昭和歌謡から現代曲まで幅広く練習しています。
　町内に住む子育てが終わってほっとした女性の参
加をお待ちしています。

Vol.34

会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
10月9日、西保育園にて「運動会」が行われました。
天候にも恵まれ園児たちは元気いっぱいにかけっ
こ、おゆうぎなどを一生懸命がんばっていました。
みんな一緒に楽しみ、協力しながら練習を重ねて
本番を迎えたことが撮影をしながらでも伝わって
きました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

イキイキと楽しそうに「歌」を歌ってい
たので、思わず口ずさんでしまいました。
やっぱり「歌」は人を笑顔にしますね。

大谷・酒巻

次回の定例会は、

　12月７日（木）～12月14日（木）の予定です
　　　　（一般質問は初日の午前９時からです）

歌声広場
代表者：木下　節子さん (鍋谷 )

取材
議員の

ひとこと


